
児童が食事の手伝い

けをするなど）

「取り入れている」

96.4%

い

0%

ご家庭で、⽇本の⾏事⾷や郷⼟料理などを取り⼊れていますか
（回答数

家事の手伝いをしていますか
（回答数

0%

４

５

02

「している」「ときどきしている」を合わせると

児童が食事の手伝い

けをするなど）

「取り入れている」

96.4%の家庭が日本の行事食や郷土料理などを取り入れて

いました。 

32.3%
（135人）

0% 20%

取り⼊れている

ご家庭で、⽇本の⾏事⾷や郷⼟料理などを取り⼊れていますか
（回答数 419 人 

家事の手伝いをしていますか
（回答数 419 人 

38.0%
（157人）

0% 20%

４ 

５ 

子どもたちが健やかに成長してい

くためには、望まし

つけていくことが大切です。

早寝 早起き

最近の子どもたちの傾向

「よく体を動かし、よく食べ、よく眠る」という成

長期の子どもにとって当たり前で必要不可欠な基本的

生活習慣が大きく乱れています。

 

心配される点

こうした基本的生活習慣の乱れが、学習意欲や体力、

気力の低下の要因の一つとして指摘されています。

さっぽろ市 

02-F02-14-2287 

26-2-1334 

している」「ときどきしている」を合わせると

児童が食事の手伝い（食器や箸を並べる、盛り付け、後片付

けをするなど）をしてい

「取り入れている」「ときどき取り入れている」

の家庭が日本の行事食や郷土料理などを取り入れて

 

32.3%
人）

20% 40%

取り⼊れている ときどき取り⼊れている

ご家庭で、⽇本の⾏事⾷や郷⼟料理などを取り⼊れていますか
 無回答・無効回答

家事の手伝いをしていますか
 無回答・無効回答

38.0%
人）

20% 40%

している

子どもたちが健やかに成長してい

くためには、望ましい生活習慣を身に

けていくことが大切です。

早起き 朝ごはん

最近の子どもたちの傾向

「よく体を動かし、よく食べ、よく眠る」という成

長期の子どもにとって当たり前で必要不可欠な基本的

生活習慣が大きく乱れています。

心配される点 

こうした基本的生活習慣の乱れが、学習意欲や体力、

気力の低下の要因の一つとして指摘されています。

している」「ときどきしている」を合わせると

（食器や箸を並べる、盛り付け、後片付

をしていました。 

「ときどき取り入れている」

の家庭が日本の行事食や郷土料理などを取り入れて

64.1%
（268

40% 60%

ときどき取り⼊れている

ご家庭で、⽇本の⾏事⾷や郷⼟料理などを取り⼊れていますか
無回答・無効回答 1 人） 

家事の手伝いをしていますか 

無回答・無効回答 6 人） 

56.4%
（233

40% 60%

ときどきしている

子どもたちが健やかに成長してい

生活習慣を身に

けていくことが大切です。 

朝ごはん のすすめ

最近の子どもたちの傾向 

「よく体を動かし、よく食べ、よく眠る」という成

長期の子どもにとって当たり前で必要不可欠な基本的

生活習慣が大きく乱れています。 

こうした基本的生活習慣の乱れが、学習意欲や体力、

気力の低下の要因の一つとして指摘されています。

している」「ときどきしている」を合わせると

（食器や箸を並べる、盛り付け、後片付

「ときどき取り入れている」を合わせると、

の家庭が日本の行事食や郷土料理などを取り入れて

64.1%
268人）

80%

ときどき取り⼊れている 取り⼊れていない

ご家庭で、⽇本の⾏事⾷や郷⼟料理などを取り⼊れていますか

56.4%
233人）

80%

ときどきしている していない

子どもたちが健やかに成長してい

生活習慣を身に

のすすめ 

「よく体を動かし、よく食べ、よく眠る」という成

長期の子どもにとって当たり前で必要不可欠な基本的

こうした基本的生活習慣の乱れが、学習意欲や体力、

気力の低下の要因の一つとして指摘されています。

している」「ときどきしている」を合わせると 94.4%の

（食器や箸を並べる、盛り付け、後片付

を合わせると、

の家庭が日本の行事食や郷土料理などを取り入れて

3.6%
（15

100%

取り⼊れていない

ご家庭で、⽇本の⾏事⾷や郷⼟料理などを取り⼊れていますか 

5.6%
（23人）

100%

していない

は、適切な運動、調和のとれた食事、十分な

休養・睡眠が大切です。

学力調査の平均正答率や体力が高い

傾向にあります。

～平成

「よく体を動かし、よく食べ、よく眠る」という成

長期の子どもにとって当たり前で必要不可欠な基本的

こうした基本的生活習慣の乱れが、学習意欲や体力、

気力の低下の要因の一つとして指摘されています。 

の

を合わせると、

3.6%
15人）

5.6%
人）

核家族が増え

る家庭が多かった時代と異なり、

や親から日本の行事食や郷土料理の作り方を教

わったり、味わったりする機会が減っています。
 

＜行事食を囲んで

行事食にまつわる「いわれ」や作り方等につ

いて、

食文化伝承の場になります

食文化を伝承し、豊かな食生活を楽しみまし

ょう！
 

＜地産地消＞

北海道産の豊かな食材や料理を家庭食に取り

入れましょう

 

※「さっぽろ食スタイル」

食育の視点において、家族の一員として

もの年齢に

うに努力

の喜びを経
 

＜自己肯定感＞

自分が行ったことが家族や他者から喜ばれ、

認められることの喜びなどの経験を積み重ね、

自信を持つことで自己肯定感を育
 

＜豊かな心＞

自己肯定感を育むことで、人に対して優しく、

思いやりのある

心を持った子どもに成長

す。 

朝食の大切さ

子どもたちが健やかに成長していくために

は、適切な運動、調和のとれた食事、十分な

休養・睡眠が大切です。

学童では、毎日朝食を食べる子どもほど、

学力調査の平均正答率や体力が高い

傾向にあります。

～平成 25 年版「食育白書」より～

核家族が増え、２世代、３世代が同居してい

る家庭が多かった時代と異なり、

や親から日本の行事食や郷土料理の作り方を教

わったり、味わったりする機会が減っています。

＜行事食を囲んで＞

行事食にまつわる「いわれ」や作り方等につ

、楽しく会話し

食文化伝承の場になります

食文化を伝承し、豊かな食生活を楽しみまし

ょう！ 

＜地産地消＞ 

北海道産の豊かな食材や料理を家庭食に取り

入れましょう。（「さっぽろ食スタイル

※「さっぽろ食スタイル」

「北海道型食生活

＋「

食育の視点において、家族の一員として

年齢に合った役割を与え、上手にできるよ

努力することや、できるようになったとき

の喜びを経験することは大切です。

＜自己肯定感＞ 

自分が行ったことが家族や他者から喜ばれ、

認められることの喜びなどの経験を積み重ね、

自信を持つことで自己肯定感を育

＜豊かな心＞ 

自己肯定感を育むことで、人に対して優しく、

思いやりのある言動

心を持った子どもに成長

 

食事の手伝いを通じて育む

豊かな食生活と食文化

朝食の大切さ 

子どもたちが健やかに成長していくために

は、適切な運動、調和のとれた食事、十分な

休養・睡眠が大切です。 

学童では、毎日朝食を食べる子どもほど、

学力調査の平均正答率や体力が高い

傾向にあります。 

年版「食育白書」より～

札幌市子ども未来局子育て支援部

、２世代、３世代が同居してい

る家庭が多かった時代と異なり、

や親から日本の行事食や郷土料理の作り方を教

わったり、味わったりする機会が減っています。

＞ 

行事食にまつわる「いわれ」や作り方等につ

会話しながら食事をする食卓が

食文化伝承の場になります。 

食文化を伝承し、豊かな食生活を楽しみまし

北海道産の豊かな食材や料理を家庭食に取り

さっぽろ食スタイル

※「さっぽろ食スタイル」とは 

北海道型食生活

＋「環境に配慮した食生活

食育の視点において、家族の一員として

役割を与え、上手にできるよ

や、できるようになったとき

験することは大切です。

自分が行ったことが家族や他者から喜ばれ、

認められることの喜びなどの経験を積み重ね、

自信を持つことで自己肯定感を育

自己肯定感を育むことで、人に対して優しく、

言動ができる、安定した豊かな

心を持った子どもに成長することが期待されま

食事の手伝いを通じて育む

豊かな食生活と食文化

子どもたちが健やかに成長していくために

は、適切な運動、調和のとれた食事、十分な

 

学童では、毎日朝食を食べる子どもほど、

学力調査の平均正答率や体力が高い 

年版「食育白書」より～ 

札幌市子ども未来局子育て支援部

発行／平成

、２世代、３世代が同居してい

る家庭が多かった時代と異なり、家庭で祖父母

や親から日本の行事食や郷土料理の作り方を教

わったり、味わったりする機会が減っています。

行事食にまつわる「いわれ」や作り方等につ

ながら食事をする食卓が、

食文化を伝承し、豊かな食生活を楽しみまし

北海道産の豊かな食材や料理を家庭食に取り

さっぽろ食スタイル」の推進

 

北海道型食生活」 

環境に配慮した食生活

食育の視点において、家族の一員として子ど

役割を与え、上手にできるよ

や、できるようになったとき

験することは大切です。 

自分が行ったことが家族や他者から喜ばれ、

認められることの喜びなどの経験を積み重ね、

自信を持つことで自己肯定感を育みます。 

自己肯定感を育むことで、人に対して優しく、

ができる、安定した豊かな

ことが期待されま

食事の手伝いを通じて育む 

豊かな食生活と食文化 

子どもたちが健やかに成長していくために

は、適切な運動、調和のとれた食事、十分な

学童では、毎日朝食を食べる子どもほど、

 

 

札幌市子ども未来局子育て支援部

発行／平成 27 年

、２世代、３世代が同居してい

祖父母

や親から日本の行事食や郷土料理の作り方を教

わったり、味わったりする機会が減っています。 

行事食にまつわる「いわれ」や作り方等につ

、

食文化を伝承し、豊かな食生活を楽しみまし

北海道産の豊かな食材や料理を家庭食に取り

の推進） 

環境に配慮した食生活」 

子ど

役割を与え、上手にできるよ

や、できるようになったとき

自分が行ったことが家族や他者から喜ばれ、

認められることの喜びなどの経験を積み重ね、

自己肯定感を育むことで、人に対して優しく、

ができる、安定した豊かな

ことが期待されま

札幌市子ども未来局子育て支援部 

年 3月 

早寝早起きをして朝食を食べて元気に一日のスタートを！早寝早起きをして朝食を食べて元気に一日のスタートを！

本市の保育所に通う児童の生活リズムや食習慣の実態を把握する一助とし、今後の保育所等における食

育のあり方等の検討資料として活用するとともに、児童の健全な発育に寄与することを目的として、平成

24 年に市内保育所（２３施設）の児童（

調査結果のポイントをまとめましたので、児童の望ましい食生活や食育推進にご活用ください

朝食を「毎日食べている」児童の割合は

95.7％であり、ほとんどの児童が朝食を毎

日食べていました。「食べない」と回答した

児童は１人でした。

 

【朝食の欠食理由】

朝食を食べない日がある児童（

欠食理由としては、「食欲がない」が最も多

く、次いで「食べる時間がない」、「起きな

い」が多くみられました

朝⾷摂取状況と起床時間

週3〜5

週1〜2

朝
食
摂
取
状
況

１ 

早寝早起きをして朝食を食べて元気に一日のスタートを！

本市の保育所に通う児童の生活リズムや食習慣の実態を把握する一助とし、今後の保育所等における食

育のあり方等の検討資料として活用するとともに、児童の健全な発育に寄与することを目的として、平成

年に市内保育所（２３施設）の児童（

調査結果のポイントをまとめましたので、児童の望ましい食生活や食育推進にご活用ください

「札幌市保育所児童における食生活
～札幌市保育所児童における食生活に関するアンケート調査結果の概要～

朝食を「毎日食べている」児童の割合は

％であり、ほとんどの児童が朝食を毎

日食べていました。「食べない」と回答した

児童は１人でした。 

【朝食の欠食理由】 

朝食を食べない日がある児童（

欠食理由としては、「食欲がない」が最も多

く、次いで「食べる時間がない」、「起きな

が多くみられました

朝⾷摂取状況と起床時間と

毎⽇⾷べている

5⽇は⾷べている

2⽇は⾷べている

⾷べない

（ｎ＝393 人） 

（ｎ＝14 人） 

（ｎ＝3 人） 

（ｎ＝1 人

にあ

ができま

送り出す

早寝早起きをして朝食を食べて元気に一日のスタートを！

本市の保育所に通う児童の生活リズムや食習慣の実態を把握する一助とし、今後の保育所等における食

育のあり方等の検討資料として活用するとともに、児童の健全な発育に寄与することを目的として、平成

年に市内保育所（２３施設）の児童（

調査結果のポイントをまとめましたので、児童の望ましい食生活や食育推進にご活用ください

「札幌市保育所児童における食生活
～札幌市保育所児童における食生活に関するアンケート調査結果の概要～

朝食を「毎日食べている」児童の割合は

％であり、ほとんどの児童が朝食を毎

日食べていました。「食べない」と回答した

朝食を食べない日がある児童（1８人）の

欠食理由としては、「食欲がない」が最も多

く、次いで「食べる時間がない」、「起きな

が多くみられました。 

との関係 

5.3%
（21人）

7.1%
（1人）

毎⽇⾷べている

⽇は⾷べている

⽇は⾷べている

⾷べない

0%

午前6時前

 

 

 

人） 

調査結果から、

にあります。早く起きるためには早寝することが必要です。

また、起床して

ができます。 

朝食は、一日のスタートです！食卓での会話

送り出すうえでも大切な時間です。

早寝早起きをして朝食を食べて元気に一日のスタートを！

本市の保育所に通う児童の生活リズムや食習慣の実態を把握する一助とし、今後の保育所等における食

育のあり方等の検討資料として活用するとともに、児童の健全な発育に寄与することを目的として、平成

年に市内保育所（２３施設）の児童（4 歳児とその保護者）を対象とし、調査を実施しました。

調査結果のポイントをまとめましたので、児童の望ましい食生活や食育推進にご活用ください

「札幌市保育所児童における食生活
～札幌市保育所児童における食生活に関するアンケート調査結果の概要～

朝食を「毎日食べている」児童の割合は

％であり、ほとんどの児童が朝食を毎

日食べていました。「食べない」と回答した

８人）の

欠食理由としては、「食欲がない」が最も多

く、次いで「食べる時間がない」、「起きな

63.4%
（249

35.7%
（5人）

20% 40%

時前 午前6〜

 

調査結果から、朝食を「毎日食べている」児童においては、起床時間が早い傾向

早く起きるためには早寝することが必要です。

また、起床して 30 分程度経過した方が食欲もわき、朝食を美味しく食べること

 

朝食は、一日のスタートです！食卓での会話

でも大切な時間です。

早寝早起きをして朝食を食べて元気に一日のスタートを！

本市の保育所に通う児童の生活リズムや食習慣の実態を把握する一助とし、今後の保育所等における食

育のあり方等の検討資料として活用するとともに、児童の健全な発育に寄与することを目的として、平成

歳児とその保護者）を対象とし、調査を実施しました。

調査結果のポイントをまとめましたので、児童の望ましい食生活や食育推進にご活用ください

「札幌市保育所児童における食生活
～札幌市保育所児童における食生活に関するアンケート調査結果の概要～

毎日食べている
395人

（95.7%

63.4%
249人）

100%
（3人）

100%
（1人）

40% 60%
起床時間

〜7時頃 午前

 

「毎日食べている」児童においては、起床時間が早い傾向

早く起きるためには早寝することが必要です。

分程度経過した方が食欲もわき、朝食を美味しく食べること

朝食は、一日のスタートです！食卓での会話

でも大切な時間です。 

早寝早起きをして朝食を食べて元気に一日のスタートを！ 

本市の保育所に通う児童の生活リズムや食習慣の実態を把握する一助とし、今後の保育所等における食

育のあり方等の検討資料として活用するとともに、児童の健全な発育に寄与することを目的として、平成

歳児とその保護者）を対象とし、調査を実施しました。

調査結果のポイントをまとめましたので、児童の望ましい食生活や食育推進にご活用ください

「札幌市保育所児童における食生活
～札幌市保育所児童における食生活に関するアンケート調査結果の概要～

＜札幌市子ども未来局子育て支援部＞

毎日食べている

%）

30.5%
（120

57.2%
（8人）

60% 80%
起床時間

午前7〜8時頃

「毎日食べている」児童においては、起床時間が早い傾向

早く起きるためには早寝することが必要です。

分程度経過した方が食欲もわき、朝食を美味しく食べること

朝食は、一日のスタートです！食卓での会話などから

 

本市の保育所に通う児童の生活リズムや食習慣の実態を把握する一助とし、今後の保育所等における食

育のあり方等の検討資料として活用するとともに、児童の健全な発育に寄与することを目的として、平成

歳児とその保護者）を対象とし、調査を実施しました。

調査結果のポイントをまとめましたので、児童の望ましい食生活や食育推進にご活用ください

「札幌市保育所児童における食生活
～札幌市保育所児童における食生活に関するアンケート調査結果の概要～

＜札幌市子ども未来局子育て支援部＞

朝⾷を⾷べていますか
（回答数

30.5%
120人）

0.8%
（3

80% 100%

その他

 

「毎日食べている」児童においては、起床時間が早い傾向

早く起きるためには早寝することが必要です。 

分程度経過した方が食欲もわき、朝食を美味しく食べること

などから児童の体調を知り、元気に

本市の保育所に通う児童の生活リズムや食習慣の実態を把握する一助とし、今後の保育所等における食

育のあり方等の検討資料として活用するとともに、児童の健全な発育に寄与することを目的として、平成

歳児とその保護者）を対象とし、調査を実施しました。

調査結果のポイントをまとめましたので、児童の望ましい食生活や食育推進にご活用ください

「札幌市保育所児童における食生活」 
～札幌市保育所児童における食生活に関するアンケート調査結果の概要～

＜札幌市子ども未来局子育て支援部＞

朝⾷を⾷べていますか
（回答数 419 人 無回答・無効回答

0.8%
3人）

100%

朝食を「毎日食べてい

る」と回答した児童で

は、「午前７時頃」まで

に起床している

7 割近くいますが、朝食

を欠食する頻度が高く

なるにつれて、

に起床する児童の割合

が高くなっています

 

「毎日食べている」児童においては、起床時間が早い傾向

 

分程度経過した方が食欲もわき、朝食を美味しく食べること

児童の体調を知り、元気に

本市の保育所に通う児童の生活リズムや食習慣の実態を把握する一助とし、今後の保育所等における食

育のあり方等の検討資料として活用するとともに、児童の健全な発育に寄与することを目的として、平成

歳児とその保護者）を対象とし、調査を実施しました。 

調査結果のポイントをまとめましたので、児童の望ましい食生活や食育推進にご活用ください。 

～札幌市保育所児童における食生活に関するアンケート調査結果の概要～ 

＜札幌市子ども未来局子育て支援部＞

週３〜５⽇は
⾷べている
14人（3.4％）

週１〜２⽇は
⾷べている
３人（0.7％）
⾷べない
１人（0.2％）

朝⾷を⾷べていますか 

無回答・無効回答 6 人）

朝食を「毎日食べてい

る」と回答した児童で

「午前７時頃」まで

に起床している児童が

割近くいますが、朝食

を欠食する頻度が高く

なるにつれて、7 時以降

に起床する児童の割合

高くなっています。

「毎日食べている」児童においては、起床時間が早い傾向

分程度経過した方が食欲もわき、朝食を美味しく食べること

児童の体調を知り、元気に

本市の保育所に通う児童の生活リズムや食習慣の実態を把握する一助とし、今後の保育所等における食

育のあり方等の検討資料として活用するとともに、児童の健全な発育に寄与することを目的として、平成

＜札幌市子ども未来局子育て支援部＞ 

週３〜５⽇は

％）

週１〜２⽇は

％）

％）

人） 

朝食を「毎日食べてい

る」と回答した児童で

「午前７時頃」まで

が

割近くいますが、朝食

を欠食する頻度が高く

時以降

に起床する児童の割合

。 



 

ら、

バランス

した。

では、副菜がないものが多く、ビタミン、ミネ

ラ

の摂取不足

族全員で」

い

児童は、「

いる傾向にあると言えます

朝⾷（近⽇の
（回答数

２

近日３日間の朝食で食べた食品名や料理名か

ら、「主食・主菜・副菜」すべてが

バランスのよい朝食を食べている児童

した。 

「主食・主菜・副菜」がそろっていない朝食

では、副菜がないものが多く、ビタミン、ミネ

ラル、食物繊維等の供給源である野菜や海藻等

の摂取不足が推察され

朝食で「主食・主菜・副菜」が

族全員で」または

い割合となっています

児童は、「主食のみ

だれかと一緒に食事をする児童の方が、

いる傾向にあると言えます

朝⾷の内容と共⾷状況の関係

主⾷・主菜・副菜

主⾷・主菜

主⾷・副菜

主⾷のみ

朝
食
の
内
容

（ｎ＝204

（ｎ＝148

（ｎ＝5 人）

（ｎ＝51

朝⾷（近⽇の
（回答数 409 人 

２ 

（北区健康づくり協議会）

食育ランチョンマット

（子供用）

近日３日間の朝食で食べた食品名や料理名か

「主食・主菜・副菜」すべてが

よい朝食を食べている児童

「主食・主菜・副菜」がそろっていない朝食

では、副菜がないものが多く、ビタミン、ミネ

ル、食物繊維等の供給源である野菜や海藻等

が推察されます

朝食で「主食・主菜・副菜」が

または「家族（大人）のだれかと」食べている児童

割合となっています。逆に

主食のみ」の割合が高くなります。

だれかと一緒に食事をする児童の方が、

いる傾向にあると言えます

朝⾷の内容と共⾷状況の関係

（

18.9%
（28人）

21.6%
（11人）

主⾷・主菜・副菜

主⾷・主菜

主⾷・副菜

主⾷のみ

0%

家族全員で

204 人） 

8 人） 

人） 

51 人） 

朝⾷（近⽇の 3 ⽇間）の内容
 無回答・無効回答

（北区健康づくり協議会）

食育ランチョンマット

（子供用） 

近日３日間の朝食で食べた食品名や料理名か

「主食・主菜・副菜」すべてがそろ

よい朝食を食べている児童

「主食・主菜・副菜」がそろっていない朝食

では、副菜がないものが多く、ビタミン、ミネ

ル、食物繊維等の供給源である野菜や海藻等

ます。 

朝食で「主食・主菜・副菜」がすべて

「家族（大人）のだれかと」食べている児童

逆に、「子ども

」の割合が高くなります。

だれかと一緒に食事をする児童の方が、

いる傾向にあると言えます。 

朝⾷の内容と共⾷状況の関係 

37.8%
（77人）

18.9%
人）

21.6%
人）

37.
（

20%

家族（大人）のだれかと

⽇間）の内容 ＜主⾷・主菜・副菜の組み合わせ
無回答・無効回答 1 人） 

（北区健康づくり協議会） 

近日３日間の朝食で食べた食品名や料理名か

そろっている、

よい朝食を食べている児童は半数で

「主食・主菜・副菜」がそろっていない朝食

では、副菜がないものが多く、ビタミン、ミネ

ル、食物繊維等の供給源である野菜や海藻等

すべてそろっていた児童では、朝食を「家

「家族（大人）のだれかと」食べている児童

、「子どもたちだけで

」の割合が高くなります。 

だれかと一緒に食事をする児童の方が、栄養バランスのよい朝食を食べて

44.6%
（91

47.3%
（70人）

100%
（5人）

37.2%
（19人）

40% 60%
朝食の共食状況

家族（大人）のだれかと

主⾷・主菜・副菜の組み合わせ

そろっていた児童では、朝食を「家

「家族（大人）のだれかと」食べている児童

たちだけで」や「一人で

栄養バランスのよい朝食を食べて

44.6%
91人）

25.0%
（37

25.5%
（13人）

60% 80%
朝食の共食状況

子どもたちだけで

主⾷・主菜・副菜の組み合わせ＞

主⾷・主菜・副菜

主⾷・主菜

主⾷・副菜

主菜・副菜

主⾷のみ

主菜のみ

副菜のみ

＜下準備の工夫＞

夕食の支度時に、翌日の朝食

の下準備を一緒に！

＜常備しておくと便利な食品＞

バナナやみかん等の果物や

ヨーグルトや牛乳等

は、そのまま食卓へ！

そろっていた児童では、朝食を「家

「家族（大人）のだれかと」食べている児童が 82.4%と

一人で」食べている

栄養バランスのよい朝食を食べて

14.7%
（30人）

25.0%
37人）

（

（

15.7%
（

80% 100%

子どもたちだけで 一人で

＞ 

1.2%

0%

0%

0%

主⾷・主菜・副菜

主⾷・主菜

主⾷・副菜

主菜・副菜

主⾷のみ

主菜のみ

副菜のみ

0%

＜下準備の工夫＞ 

夕食の支度時に、翌日の朝食

の下準備を一緒に！ 

＜常備しておくと便利な食品＞

バナナやみかん等の果物や

ヨーグルトや牛乳等の乳製品

、そのまま食卓へ！ 

そろっていた児童では、朝食を「家

と高

」食べている

栄養バランスのよい朝食を食べて

2.9%
（6人）

8.8%
（13人）

15.7%
（8人）

100%

一人で

1.2%（5人）

12.5%（51

20%

夕食の支度時に、翌日の朝食

＜常備しておくと便利な食品＞ 

バナナやみかん等の果物や、

の乳製品

 

＜具だくさんの味噌汁・スープ＞

とることができます。

36.3%
（148

51人）

40%

＜下処理等の工夫＞

葉物野菜等

茹でる等して加熱

つ小分けにして冷凍しておく。

ご飯も小分けにして冷凍し

ておくと便利です。

＜具だくさんの味噌汁・スープ＞

朝食から野菜をたっぷり手軽に

とることができます。

朝⾷

夕⾷

0%

家族全員で

朝⾷・夕⾷を誰と一緒に⾷べていますか

朝食と夕食の共食状況を比べると、

で」や「家族（大人）のだれかと」食べている児童の割合が

高く、

忙しい日々の中でも、家族（大人）とともに食事ができる

場として

50.0%
（204

36.3%
148人）

40%

＜下処理等の工夫＞ 

葉物野菜等は新鮮なうちに

して加熱し、1回分ず

つ小分けにして冷凍しておく。

ご飯も小分けにして冷凍し

ておくと便利です。 

＜具だくさんの味噌汁・スープ＞

朝食から野菜をたっぷり手軽に

とることができます。 

28.1%
（116人）

47.8%
（197人）

20%

家族全員で 家族（大人）のだれかと

朝⾷・夕⾷を誰と一緒に⾷べていますか

朝食と夕食の共食状況を比べると、

で」や「家族（大人）のだれかと」食べている児童の割合が

く、夕食をひとりで食べている児童はい

忙しい日々の中でも、家族（大人）とともに食事ができる

場として、夕食の果たす役割は大きいと言えます。

50.0%
204人）

60%

は新鮮なうちに

回分ず

つ小分けにして冷凍しておく。 

ご飯も小分けにして冷凍し

＜具だくさんの味噌汁・スープ＞ 

朝食から野菜をたっぷり手軽に

47.8%
人）

45.4%
（187

40%

家族（大人）のだれかと

朝⾷・夕⾷を誰と一緒に⾷べていますか

朝食と夕食の共食状況を比べると、

で」や「家族（大人）のだれかと」食べている児童の割合が

夕食をひとりで食べている児童はい

忙しい日々の中でも、家族（大人）とともに食事ができる

夕食の果たす役割は大きいと言えます。

降園後、夕食までの間に間食を食べるかどう

かの状況は

最も割合が高く、次いで「食べない」が

34.4

「ほぼ毎日食べる」「ときどき食べる」を合

わせると

という状況でした。

26.2%
（105人）

0%

降園後、夕⾷までに何か⾷べますか（間⾷）
（回答数

＜多くの栄養量が必要です！＞

乳幼児は、日々運動量

身体の基礎が培われる大切な時期です。
 

＜補食（おやつ）が必要です！＞

多くのエネルギーや栄養素が必要ですが、１回の食事

量が少ないため、まだまだ３食では必要とする量を十分

摂取することができません。

一日に必要な栄養量を摂取するためには

おやつ）が必要となります。

３ 

45.4%
187人）

49.8%
（205人）

60%

家族（大人）のだれかと 子どもたちだけで

朝⾷・夕⾷を誰と一緒に⾷べていますか 

朝食と夕食の共食状況を比べると、夕食

で」や「家族（大人）のだれかと」食べている児童の割合が

夕食をひとりで食べている児童はい

忙しい日々の中でも、家族（大人）とともに食事ができる

夕食の果たす役割は大きいと言えます。

降園後、夕食までの間に間食を食べるかどう

かの状況は、「ときどき食べる」が

最も割合が高く、次いで「食べない」が

34.4％、「ほぼ毎日食べる」が

「ほぼ毎日食べる」「ときどき食べる」を合

わせると 65.6％の児童が

という状況でした。

26.2%
人）

20%

ほぼ毎⽇⾷べる

降園後、夕⾷までに何か⾷べますか（間⾷）
（回答数 419 人 無回答・無効回答

＜多くの栄養量が必要です！＞

乳幼児は、日々運動量

身体の基礎が培われる大切な時期です。

＜補食（おやつ）が必要です！＞

多くのエネルギーや栄養素が必要ですが、１回の食事

量が少ないため、まだまだ３食では必要とする量を十分

摂取することができません。

一日に必要な栄養量を摂取するためには

おやつ）が必要となります。

間食（おやつ）は

 

49.8%
人）

19.7%
（81人）

（

（

80% 100%

子どもたちだけで 一人で

夕食の方が「家族全員

で」や「家族（大人）のだれかと」食べている児童の割合が

夕食をひとりで食べている児童はいませんでした

忙しい日々の中でも、家族（大人）とともに食事ができる

夕食の果たす役割は大きいと言えます。 

降園後、夕食までの間に間食を食べるかどう

「ときどき食べる」が

最も割合が高く、次いで「食べない」が

％、「ほぼ毎日食べる」が

「ほぼ毎日食べる」「ときどき食べる」を合

％の児童が間食を食べている

という状況でした。 

39.4%
（158人）

40% 60%

ほぼ毎⽇⾷べる ときどき⾷べる

降園後、夕⾷までに何か⾷べますか（間⾷）
無回答・無効回答 18 人）

＜多くの栄養量が必要です！＞ 

乳幼児は、日々運動量が増し、成長や発達

身体の基礎が培われる大切な時期です。

＜補食（おやつ）が必要です！＞

多くのエネルギーや栄養素が必要ですが、１回の食事

量が少ないため、まだまだ３食では必要とする量を十分

摂取することができません。 

一日に必要な栄養量を摂取するためには

おやつ）が必要となります。 

間食（おやつ）は

2.4%
（10人）

6.8%
（28人）

100%

一人で

「家族全員

で」や「家族（大人）のだれかと」食べている児童の割合が

ませんでした。 

忙しい日々の中でも、家族（大人）とともに食事ができる

 

降園後、夕食までの間に間食を食べるかどう

「ときどき食べる」が 39.4

最も割合が高く、次いで「食べない」が

％、「ほぼ毎日食べる」が 26.2％でした。

「ほぼ毎日食べる」「ときどき食べる」を合

間食を食べている

（

60% 80%

ときどき⾷べる ⾷べない

降園後、夕⾷までに何か⾷べますか（間⾷）
18 人） 

 

増し、成長や発達が

身体の基礎が培われる大切な時期です。 

＜補食（おやつ）が必要です！＞ 

多くのエネルギーや栄養素が必要ですが、１回の食事

量が少ないため、まだまだ３食では必要とする量を十分

一日に必要な栄養量を摂取するためには、補食（間食・

間食（おやつ）は補食です 

降園後、夕食までの間に間食を食べるかどう

39.4％と

最も割合が高く、次いで「食べない」が

％でした。 

「ほぼ毎日食べる」「ときどき食べる」を合

間食を食べている

34.4%
（138人）

80% 100%

⾷べない

降園後、夕⾷までに何か⾷べますか（間⾷） 

が著しく、

多くのエネルギーや栄養素が必要ですが、１回の食事

量が少ないため、まだまだ３食では必要とする量を十分

補食（間食・

降園後、夕食までに食べる間食の内容は、「菓子」が

80.4

「ジュース」、「小さなおにぎり」

「菓子」や「ジュース」などの嗜好品

れていました。

100%

菓子

果物

小さなパン等

ジュース

小さなおにぎり

その他

間⾷にどのようなものを⾷べることが多いですか
（回答数

食事のマナー

食文化の伝承

降園後、夕食までに食べる間食の内容は、「菓子」が

80.4％と最も多く、次いで「果物」、「小さなパン等」、

「ジュース」、「小さなおにぎり」

「菓子」や「ジュース」などの嗜好品

れていました。 

8.5%

9.6%

菓子

果物

小さなパン等

ジュース

小さなおにぎり

その他

0%

間⾷にどのようなものを⾷べることが多いですか
（回答数 260 人 無回答・無効回答

五感を
育む

望ましい
食習慣

食事のマナー
・

食文化の伝承

＜菓子の選定や量に注意！＞

食べやすく少量でも

ーや糖分、塩分

食欲をなくしてしまうことがあり

ます。 

よい例：甘味の少ないビスケットと牛乳、

薄味のせんべいとお茶など。

 

＜内容を考えて適量

食事が中心です。

程度の内容としましょう。

 

＜成長に必要な栄養を！＞

食事の一部として考え、果物や小さなパン・お

にぎり等、食事に近い内容を適量与えるのが望ま

しいです。 

降園後、夕食までに食べる間食の内容は、「菓子」が

％と最も多く、次いで「果物」、「小さなパン等」、

「ジュース」、「小さなおにぎり」

「菓子」や「ジュース」などの嗜好品

 

26.5%

23.8%（

16.2%（42人）

8.5%（22人）

9.6%（25人）

20% 40%

間⾷にどのようなものを⾷べることが多いですか
無回答・無効回答 3 人）

望ましい
食習慣

会話があふれるコミュニケー

ション豊かな食卓、楽しい雰囲

気や安心感を！

家族（大人）から促されることによ

り、児童の食欲増進や偏食防止等、

幼少期から

や望ましい食習慣を

につながります！

同じ食事を食べながら、家族の声

かけ等から

け、食文化や料理について学び、

関心を高めます

＜菓子の選定や量に注意！＞

食べやすく少量でも、エネルギ

ーや糖分、塩分が高い食品が多く、

食欲をなくしてしまうことがあり

よい例：甘味の少ないビスケットと牛乳、

薄味のせんべいとお茶など。

＜内容を考えて適量を！＞

食事が中心です。夕食の時間までの空腹を補う

程度の内容としましょう。

＜成長に必要な栄養を！＞

食事の一部として考え、果物や小さなパン・お

等、食事に近い内容を適量与えるのが望ま

 

降園後、夕食までに食べる間食の内容は、「菓子」が

％と最も多く、次いで「果物」、「小さなパン等」、

「ジュース」、「小さなおにぎり」の順でした

「菓子」や「ジュース」などの嗜好品

26.5%（69人）

（62人）

人）

40% 60%

間⾷にどのようなものを⾷べることが多いですか
人） 

会話があふれるコミュニケー

ション豊かな食卓、楽しい雰囲

気や安心感を！ 

家族（大人）から促されることによ

児童の食欲増進や偏食防止等、

幼少期からバランスの良い食事内容

や望ましい食習慣を

につながります！ 

同じ食事を食べながら、家族の声

かけ等から食事のマナーを身につ

け、食文化や料理について学び、

関心を高めます！ 

＜菓子の選定や量に注意！＞ 

エネルギ

高い食品が多く、

食欲をなくしてしまうことがあり

よい例：甘味の少ないビスケットと牛乳、

薄味のせんべいとお茶など。

＞ 

夕食の時間までの空腹を補う

程度の内容としましょう。 

＜成長に必要な栄養を！＞ 

食事の一部として考え、果物や小さなパン・お

等、食事に近い内容を適量与えるのが望ま

降園後、夕食までに食べる間食の内容は、「菓子」が

％と最も多く、次いで「果物」、「小さなパン等」、

の順でした。 

「菓子」や「ジュース」などの嗜好品が多く食べら

80.4%
（209人）

80%

間⾷にどのようなものを⾷べることが多いですか 

会話があふれるコミュニケー

ション豊かな食卓、楽しい雰囲

家族（大人）から促されることによ

児童の食欲増進や偏食防止等、

バランスの良い食事内容

や望ましい食習慣を身につけること

につながります！ 

同じ食事を食べながら、家族の声

食事のマナーを身につ

け、食文化や料理について学び、

よい例：甘味の少ないビスケットと牛乳、 

薄味のせんべいとお茶など。 

夕食の時間までの空腹を補う

食事の一部として考え、果物や小さなパン・お

等、食事に近い内容を適量与えるのが望ま

降園後、夕食までに食べる間食の内容は、「菓子」が

％と最も多く、次いで「果物」、「小さなパン等」、

が多く食べら

80.4%
人）

100%

家族（大人）から促されることによ

児童の食欲増進や偏食防止等、

バランスの良い食事内容

つけること


